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落葉松葉蜂の被害に就て

一、はしがき

現下の非常時局に際 し、凡ゆる軍需工業の原動力 と な る石狭及ﾡ 

物の増産は、國家の重要問題で、之に伴人ﾡ木の産もかﾡ維楽 

工業. 酒構工業と相ﾡんて極めてT要ﾡせらるるに至つな。之が供 

締の途は種々考究されてゐるが. ﾡ木用材と して カ ラマッの適する 

乙 とは周知の事實である。故に之が増産と保續の達成は, 香が林業 

家に奥へ られた非常時局下の重大使命の一つと云はなければならな 

vo
然るにカラ マツには御承知の兎鼠害の外に、數種の重要な害経が 

あつてﾡなからざる恐成を奥へてゐる。茲に述べんとするカラマツ 

ハラアカハバチ も其内の一つであって、近年上川、北見方面に大發 

生し造林家を惱ませてゐる。嘗つて本認は、昭和3-8年に重り日 

高,新冠地方の落葉松林に發生 しね ことがあり、又昨年は上川地方 

にも相當な被害があつた。カラマッ産間題の矢釜しき折柄、從來 

よりの調査を基礎とし本蟲の生態汲防除法に關し要領を述べて實務 

家の塗考に供 しやラ と思人。

二、彼害状況

I和12年上川地方に殺生せる カラマ ッ→ ラ ア カノ、バチの被害個所 

は次の通 りてあつ2。

第 1 表 上川地方のカラマッラアカチ被管個所

個 所 樹 種 林 ﾡ書面積 破 
生

害 獲 
年度

上川郡下来飯 民有林 信州 カラッ 1 5-20年生
au 

15.000
昭川
11-12年座



ヒ川郡上米仮地方費林 信州カラマツ 25-26年生 5.000 1I-124

上川m愛別村字中愛別行民林 グ 13-16年生 50.000 10-12年/

上川mﾡ価村子近交民林 グ 13-164生 5.000 1J-124P

上 川 I 上 川 村 民 冇 林 12-13年生 5.000 m和124座

at 80.000

上川地方の被害面積は 80西となつてゐる が. 之は激害地のみ を 

計算せるものて、中、微被害林を合算せば此二倍は下らないであら

第1回 カラマツハラアカハバ 

チの發生環境 

(上米仮地方費林)

被害は林齡12-26年にして、樹高 

9 米以上の林分に多 く 發見せ られ、 

10年以下て樹高 5 米以下の林分 に は 

發見されなかつ：た。

被害は 7 月上旬頃よ り現はれ、新 

葉の食害は樹頂部よ b順次下方に及

び、激害地に於て は 7 月下側か ら 8 
月上何に重 り て全葉を食ひ盡され、 

爲めに全林黄褐色 を呈し,道望する 

ときは山火跡地の如く見られる。全 

葉を失ったやうな林地には、陽光の 

射入が過度 となり、ﾡしく乾燥 し て 

くる。延いては腐植分解惡化し、終 

第2回 カラマツハラアカハバ 

チの食害状況

には地味 を滅減退す るやう な結果に到 る のであ る o 幼ﾡは7月 下旬 よ 

り S 月上旬に重 りて地上に降 

下し、營繭するを以て被害木 

は 8 月 中一下旬 よ り 更に新ﾡ 

を後生するが、樹勢を著しく 

衰弱せしむる。連年の被害は 

生長を著しく阻害するのみな 

らず、間伐の甚しく 遲れた林 

分な どでは被度木や劣勢木の 

如言終に枯死するものを生ず 

る。

第 3 円 カラマツハラブカハベチ 

• の成

三、昆蟲分數學上の位蕾並忆名稱

膜 翅 目 Hymenoptera
ハバチ科 Tenthredinidae

カ ラマッハラアカハバチ Nematus erichsoni Htg. ?

四、分

北海道、本州、欧洲、北米

布

五、食餌食物

各種落葉松。

六、形 態

a. 成——雌

體は黑直、腹部は第二  節の後後乃至第五玉は濃褐色。頭部及胸部 

に細刻があら、光澤は少ない。上唇及鬃は黄褐色、ﾡ角は兼状て 

九節から成う、黑色の短毛密生し、第三節の基部は僅かに黄褐色を
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呈する。翅は透明にして、前翅の前緣脈は淡黄褐色、線紋及翅脈は 

黒ﾡ色、第三ル室の中央にはI色部がある。徑中横脈は不完全に し 

て、翅喚及翅脈上には、黒色の剛毛密生してゐる。

前脚は部を除き淡ﾡ柳色、中後脚の悲節及ﾡ節上面並に後脚の 

先端及附節は黑褐色を呈するも、殘餘の部分は淡黄褐色を呈する。 

爪は中央に小齒を具ふ。ﾡ長9ﾡ内外、開張17内外。

b.幼 蟲

體は淡綠又は緑色で落葉松の葉色に似てゐる。老業すれば、背面 

は少しく順灰縦色を帯び、中央に灰色の一縦線がﾡれる。頭頂都は 

黒色にして、短毛が疎生してゐる。頭部は胸部の巾よ り遙かに小て 

ある。上唇は黄褐色 を呈する、胸脚は三對、派は帰ﾡ色て端がﾡ 

い。版脚は六對、督繭せる幼蟲は腹脚退化し、僅かに痕跡を認める 

程度てある。

C. 商

長精圓形で其大さの平均は長1.005X徑0447柳、暗褐色の糸を網 

狀に卷き て 作る ものて'、外観 は褐色又は 黑褐色 を星する。

cl. 卵

卵はﾡ間形、淡黄色•にして光澤あり、長1ﾡ内外、徑0.6-0.7耗。

七、經過 習 性

I .成 蟲

A. 成ﾡの出現

幼施體の儘繭内にて越冬せる該蟲は、翌5 月中仰一 6 月上旬其 

儘蛹化し、0月中一下イ頃成議となる。然じ成ﾡは8一9月になつて 

も屢發見される。昭和"年9月7日上川郡鷹栖村民有林で樹幹に静 

止せる成蟲一匹採集せるが、更に同林地の地下 よ り掘取なる商418 
個 を檢出した と 乙 ろ、成矗一匹發見 した。乙れ等の事實 よ り祭する

に、成量は小数下 ら 8-9 月 に亘 り て 出現す る が何れ も正常の もの と 

は云ひ得ない。

. 放掛の命

成ﾡの活動は極めて不活ﾡなものて飛ﾡ力の弱ものてある。其 

命は室内て砂粧生を奥へてﾡ育すると次の通りであつな。

成の示命は室内で最 も長のが27日最も短いのが1 日 で不均は 

12.79日てあつな。

C. 軍性生殖

チﾡの多 く は單性生殖を号むが、本部も特に其傾向が著しい。 

昭和12年8月 7 ロ-S 日上川地方の被害林で採集して來た繭を、室 

内てﾡ育しなるに、M和13年4月 7 日一同年5月16日ﾡの間に66匹 

の成蟲を得た。檢鏡の結果全部雌であったので乙の中の元氣なもの 

9匹を選び一匹宛カラマッ の新葉に 附着 せ しめ其産卵及孵化狀態 を 

ﾡ祭 しなる に第 3 表の如 a 結果 を得な。

第3袋 カラマツラアカハバチの成ﾡ期

間及孵化數(室内飼育實驗)

個體番號 羽 化 月 日 死亡月 H 生年日ﾡ ﾡ 化 月 H 呼 化 製

1 7.I 12.I 5 20.IV-22.I
2 8.I 5. v 27 30.I 8

3 9.I 4. ▼ 25 21. I 4

4 14.I 7. V 23 3. ▼ 13

5 15.I 3. V 18 3. V 2
6 23.IV 4. v 11 17. v •1
7 12. V 24. v 12 29. V-4. V 22
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8 13. ▼ 20. ▼ 7 4. W 1

9 16. V 27. ▼ 11 30. ▼-2. V 2

平 均 15.4 6.2

室内質験の結果一匹の雌から軍性にて不均 6.2 匹の仔を得た砌定 

となる。ところてこの化数を以て直に〜チー匹の産卵敷と見る 

のは早計てある。未た資料充分な らざる と 現地の産卵狀況が明瞭て 

無い ので此無は後 日更にﾡ正す る 乙 と にする。

D. 産卵の方法

6月 中一下旬雌は羽化後一兩 日 に して落葉松の新芽の葉液に深 く 

産卵する。卵は塊状に生みつけるのてなく 1同に1粒術産卵するも 

のの如くてある。

II. 幼 典

卵期は1-2週間て 6 月下旬一 7 月上旬孵化す る。幼部は孵化後、 

直にカラマツの嫩葉 を食害し始む。被害の跡と見るに、構頭部を残 

しそれよ り下方の枝梢の頂芽及之に近合部分を先に食し、ﾡ次上ガ 

よ り下方に、 端よ り 基部に攝食して行く。

幼蟲は主として柔軟多汁質の葉を好食し、硬質のものは餘り好を 

ないﾡ向がある。然し乍ら食葉缺乏すると？ は、硬葉 を問はず食害 

する。

幼裁はカ ラマッの葉色に近似する保護色を呈し、自衛上頗る有利 

てある。他のハバチ類と同じく 振動に依り 容易に墜落せず、却って 

強く葉に固着する。物に驚いたと？は頭部を振動し、又は體とu字 

状に届し、外敵を威嚇する樣な習性がある。幼経の移動する範圍は 

狹く して概ね産卵せられたる枝若くは其樹に限られ、他の樹に移動 

する 乙とは稀である。即ち移動の範圍は極めて小さい。幼ﾡの食 

最盛期は、公商前約7-10日間位て、上川地力ては7月下ﾡてある。

III. ﾡ商状況

7月下旬-S月上旬に至れば、幼蟲は加害樹の直下に墜落するか 

又は樹冠をつて下降し、主として樹冠下の落葉堆積內, 又は雜草 

の細根の間、地下3-6種の所に潜入して替ﾡする。幼蟲は此媽中に 

て、幼蟲態の儘にて越年し、翌5月上旬頃ﾡ化する。
・

昭和12年9月 6-9 日上川地方 の被害林三個所につ？、一平方米 

宛の標準地を設定し、地下營繭數を調査したるに、第 4 表の如？ 結 

果を得た。

乙 の結果に據れば營繭數平均步合は、※葉府最大て53%、次が土 

ﾡ/1-3ﾡ 中で39%て あつな。

第 4 表 カラマ ツノ、ラ アカバチ の地下替繭數調査

個 所 K 分
採集 
せ ろ 
商他敷

楽ﾡﾡ商個所 と 北のﾡ及合
摘 要

(約 3 ﾡ)

土型用

(1-3村)
土型局 

(3-6ﾡ)
土型尽 

(6-9ﾡ)

ﾡﾡ村 

民林

今4Pな商 
せろもの

前年誉商 
せるもの

ケ 

418

515

287

325

69

63

119

161

4
28

32

12

22

9
3

4

ケ
0

7

9s
0

1

今年替繭せ る 

ものとハバ 

チ幼当の存在 

な認め得る も 

の及寄生当符 

生商に侵され 

つつある商な 

指す。

前年橘ﾡぜる 

ものと羽化 

がのもの若く 

は 内容物の空 

となれる もの 

た市す。

上米仮 
地 方 
f 林

今年松商 
せるもの

前年誉ﾡ 
せるもの

795

. 999

243

673

31

67

422

265

53

27

130

61

16

6

0

0

0

0

愛別村 

民行林

今4営間 
せるもの

前年誉ﾡ 
せるもの

705

573

478

353

68

62

203

193

30

33

18

27

2

5

0

0

0

0

合計.

今年営ﾡ 
せるもの

前年替繭 
せるもの

1,018

2,087

1008

1351

53

64

750

619

39

30

160

110

8

5

0

7

0

1

備 考

1) 概準地内のﾡ葉局 3 ヶ所共不均3粧あつた。

2) 調査方法づ一米平方の標準地内、ﾡ葉積物なれ播3集め、之に潜在する繭

金部探集し、落葉層中 に替繭せる いのと しt:。次に土壤層 1-3極内 に ある繭 

れ全部災めた。同様に して各層別の繭を採集 した。
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IV.生活環

本経は年一囘の發生で、幼小體の儘媽內で越冬 し、春5月中旬頃 

よりﾡとなり、6 月中一下旬羽化 して、 カラマッ の新葉 に飛來 し産 

卵する。卵は1-2週間て解化 し幼豊は 7月 中猛烈にカラマッ の葉 を 

企害し、7月下旬一8月上ﾡにかけて地上に除下し、落葉府及土壊 

屛 3 極の間に最も多 く 潸繭する。之が生活環を闘示すれば次の如く

てある。

第4回 カラマッハラアカハチの生活環

例 +成蟲 ○卵 一幼ﾡ ©ﾡ

月別 
年女 I I v V WI K X x 猫

第一年

+ +
〇〇

+十+
○○O

©・© ・○© ・・e ・・・

第二年 ・©o ©©© ・©© «

八、自然界の制裁

本種の天敵の主なる ものは A. 企内性ﾡ、B. 寄生性品、

C. 寄生歯、D. 食糧鳥類,E.I乳Lﾡ等てある。

A. 食内性昆量

被害林下に於て繭採集の際捕獲 し得た種類は次の如 く てあつな。

(1) クロナガラサムシ

(2) ヒラタシテムシ

(3) ヒメハサミムシ

(4) コ ブハ サミムシ

(5) セアカコミムシ

(6) コガシラナガコミムシ

Carabus procerulus Chaud.

Silpha perforata Gebler 

Forficula mikad。 Burr. 

Anechura lewisi Burr.

Dolichus halensis Schaller 

Pterostichus microcephalus Motscb. 

クロナガオサムシ、ヒラタシデムシ、ゴミムシ等最も多く 隨所に發 

見された。本ﾡ類はベチガ地上に降下し、營繭せんとする際、又 

は成経が繭を破りて土中より的出する際、捕食する乙とがあるらし 

い。

B. 寄生性昆蟲

昭和12年9月の調査ては、寄生蜂の標本は採集 し得なかったが、 

針蠅科 Tachinidae に屈する蠅の寄生は多數發見された。 等生率 

は鷹橋村民有林内2%、愛別民有林内15%てあつて、個所に依り著 

しく 不同がある。ﾡの幼ﾡは、チの幼ﾡに寄生し、寄生と共に

商内に入る ものら しo 
C.寄生歯

昭和 12 年 9 月の間査て 

イザッ ヤ菌の一種が多數 

寄生 し、盤んに本ﾡをﾡ 

してゐる 乙 とが判つた。 

海外に於ては Hewitt 氏 

(1912)は英園及カナダで
第5岡 イザリヤ首の生状

第6岡 カラマツハラアカハバチ の健全南

誇繭すべき 潜所を求めんと しﾡﾡの際、

カ ラマツハラアカハバチ 

の寄生歯と して Isaria 

farinosa を擧げてゐ る。

本菌の寄生率は非常に高 

く、之がた め繭內の幼蟲 

は多數整死すと云はれて 

ゐる。同氏に據れば、本 

菌は幼蟲が地上に降下し 

感染するものであると云ふ

乙れ等は主と して落葉層と土壌層の間に多数校息してゐる。 就中 てゐる。即ち本菌は林下の蘇苔上に Saprophyte として生存 し、胞
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子は其上を何行中の幼に成ﾡするものてある。本菌の増減は、濕 

度と關係を持ってゐる乙とを指摘してゐる。

本菌に感染せる幼盗は、普通の如く繭を造り其中で援病するもの 

てあつて、最後には木乃伊狀を呈して乾燥する。今囘上川地方に發 

生せるイザリヤ菌は、學者に依り學名を異にするを以て、當分Isaria 

sp. イザリ ャ菌の一種と呼ぶ乙 と にした。

上川地方のチ破害林に於けるイザッ ヤ 菌 の 寄生 は 第 5 表 の 如 

くであつた。

第5表 カラマッハラア カノ、バチ繭內幼蟲の健否調

(昭和12年913日現在)

誰 調査方法げ、兩個所の標準地に於て採集せる繭を切斷 し、幼曲な外部Iに川し 

時袋病ぜる もののみな計せる ものにして、 この後と壁も我病する ものがある こ と

と思れる か ら、木表の製字た以てiに全に到す る寄生率と見 る (早計てあ る。

乙の結果を見る と イザリ ャ菌の寄生は、鷹ﾡ民有林44%、愛別民 

有林40%を示してゐる。兩個所共イザリ ヤ菌の寄生は、寄生ﾡに比 

し遙かに高事て、'、本菌發生の増減は、本蟲の發生を左右する重大な

個所
一平方米内 

木 年誉商敷

幼当の健否及合
摘 要

健 全
イ リ 
ヤ

リ
商

寄生ﾡ 其 他

上民
業層 (3ﾡ) 237

ケ 
146

死
51 127

% 
44

ケ
6

%
2

シ
8

ろ。
3 仙と順

川 
邪イ 
火

土製層0-3極) 119 65 55 50 42 4 . 3 0 0 因不明の死

土塊層(3-6極) 12 G 50 6 50 0 0 0 0 若くは成趣
ﾡ林 at 418 217 52 183 44 10 2 8 2 の生存せる

上村
警業局 (3樹 478 213 44 192 40 65 14 8 2

ものた指す

処 土襲居(1-3ﾡ) 209 85 41 8t 40 40 19 0 0

聖行 土ﾡﾡ(3-0ﾡ) 18 8 45 6 33 4 22 0 0
別林 705 306 41 282 40 109 15 1

合
ﾡ業ﾡ (3欄 765 350 47 319 42 71 9 16 2

土壤層Q-3梅) 328 150 46 134 41 41 13 0 0

土獲局(3一6補) 30 11 47 12 40 4 13 0
計

計 1123 523 47 465 41 119 11 16 1

鍵を握る ものと見られる。

D. 企費島類

幼経の發生期は、小鳥の繁殖期に相當するを以て、各種の食蟲鳥 

類にﾡ食せ らるべ合も、特に上川地方の被害林附近で發見されたの 

はクロッグミ、 ウグヒス、 シジフカラ、 コムクドッ、 ムクドリ、ク 

ワクコッ、 スズメ、カラス等である。鳥類はハベチ類の天敵として 

極めて重要な も のてあ る。

E •哺乳類及其他小動物

エゾ トガリ ネズミ、ヒメネズミ 等は本種の繭內幼蟲を捕食する 2 
とあるらしく、蜘蛛類は,、バチの成蟲を食.し、非常な有益なもので 

ある。

藥劑驅除法

上川地方のﾡ害落葉松林は15一20年生のものが量も多く、之が樹 

商5米以上なるを以て、藥劑撤布に依る驅除は至難て ある。幼議勝 

飛行機を利用し,粉劑を撒布する途あれども、本邦に於ては未だ實 

用化しなものがなv。然し庭園若くは防雪林等の小面積の場合は、 

藥源驅除を應用 し得る。G. W. Herrick 氏に撤れ、北米にては本 

種の願除は、幼規の未だ若 a 頃磁酸の剤(ﾡ酸鉛3-4ボント、水100 
ガロ ン) の撒布が適當な り と云ふてゐる。

本邦 に於 て、本種 に類似せ る 他の、チ 幼蟲 に對 して 實驗 せ る 例 

があるが、それ等の中、特に本種に對して も有効と認められる もの 

そ、參考として記すれば次の通りである。

A・除曲菊木次合ﾡ(木灰7、除ﾡ菊3の割合に混合)

B. ネオトン液 (粉又は魚油石ﾡ120夕、ネオトン 2.5合、水 1.5 
-25石)

C. デッ ス石崎液 (デ リ ス石厳150-250タ、水 1 石)

D. 磁酸鉛液 (ﾡ酸鉛120-300夕、カゼイ ン30-40夕、水1石)
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九、結 び

被者は林齢12-25年生、樹高 9 米以上の林分に多 く 殺見せ られて 

林齢 10 年以下の樹高 5 米以下の林分には殆ど發見する を得なかつ 

な。獅の如 く 本種は落葉松の成長最も旺盛な る時代に加害する もの 

てあるが, ﾡ審木は8-9月頃新芽を出し同復力が証盛てある。然し 

連年被害を被った場合は著しく 樹勢を衰へしめ生長を阻害 し、特に 

間伐期の避れた林分な どでは被壓木、劣勢木等の如 a は枯死に到 る 

こともある。 ・

驅除法 と して、薬剤票除は被管木の樹高と経費開係て殆ど製み難 

e. 幸ひなてと には前述の如 く、上川地方では有力な天敵が多數 

發生し,自然の調節が行はれてゝる。殊にイザッ *商は41%以上、 

特生ﾡは11%の特生を示し、雨者のみにて、バチの過牛敷をﾡし 

てゐる。故にイザリ *菌の寄生なき〜チの被害林がある場合は歯 

の人工塔養を行ひ、人工接種の方法 も 考へられる。以上の外・ 敵数 

では クロナ ガオサムシ、ヒラタシデムシ、ゴミムシ、食蟲鳥類では 

クロッグミ、 ウ グ ヒス,シジフカラ、 コムクド、 ムクドソ、 クワ 

クョッ、 スズメ、 カラス、哺乳類ではエゾ トガリネズミ、 ヒメネズ 

、其他小動物では各種の蜘蛛類が多數棲息 し、盛んに活動 して之

が發生を抑制してゐる。

ﾡの如く 各種の天敵多数發生せる今日 に於て は. 該蟲の藥棚驅除 

を重要視する よ り寧ろ天敵の殖を計るべ9てあって、 る見地よ 

り彼管林若くは北附近に鳥集箱の架設を行ひ, シジフカラ、ヨムク 

ドリ の誘致保護蒸殖を計る を得策と 信ずる。一方林業的には間伐の 

遲れ居る林分に對しては、速かに之を實行し、林木を健全なる狀態 

に誘導し、害蟲に對する抵抗力を高める ことに常に留意する ことが 

肝要である。
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